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一
　
般
　
質
　
問

東　由美　議員

神田泰孝議員

Ａ
市
民
生
活
部
長
　
牛
島
、
手

島
、
小
手
島
か
ら
本
土
へ
通

学
す
る
に
は
、
島
外
に
拠
点
を
構
え

る
必
要
が
生
じ
る
な
ど
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
家
賃
補
助
を
含
め
た
離
島
高
校
生

へ
の
就
学
支
援
は
、
離
島
へ
の
移

住
・
定
住
促
進
へ
の
効
果
も
見
込
ま

れ
る
。

　
国
の
離
島
高
校
生
就
学
支
援
制
度

や
同
じ
課
題
を
持
つ
他
市
町
の
補
助

制
度
を
参
考
に
、
本
市
の
実
情
に
応

じ
た
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具
体

的
に
検
討
し
た
い
。

　
島
し
ょ
部
か
ら
定
期
船
で
通
学
す
る
生
徒
に
対
し
、
高
等
学
校
生
徒

通
学
航
路
費
補
助
制
度
が
あ
る
。
し
か
し
、
利
用
で
き
る
船
便
が
な

く
、
本
土
に
下
宿
や
転
居
し
て
通
学
す
る
生
徒
に
は
、
通
学
費
用
に
関

す
る
補
助
制
度
は
な
い
。
定
期
船
で
通
学
で
き
な
い
生
徒

に
対
し
、
定
期
乗
船
券
の
補
助
額
に
相
当
す
る
家
賃
補
助

な
ど
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
総
務
部
長
　
思
い
や
り
駐
車

場
に
は
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ

ー
キ
の
踏
み
間
違
い
が
起
き
た
際
の

被
害
軽
減
の
た
め
に
車
止
め
を
設
置

し
て
お
り
、
位
置
の
変
更
は
難
し
い
。

　
ま
た
、
中
央
記
載
台
の
番
号
札

は
、
案
内
係
が
お
渡
し
す
る
こ
と
に

よ
り
、
窓
口
の
誤
り
や
申
請
書
の
誤

記
入
を
防
ぎ
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
が
る
た
め
、
現
状
ど
お
り

運
用
し
た
い
。

　
表
示
の
追
加
や
敷
地
内
の
案
内
表

示
の
改
善
、
標
識
の
配
色
へ
の
工
夫

等
は
、
現
状
把
握
を
行
い
、
わ
か
り

や
す
さ
と
使
い
や
す
さ
の
向
上
に
努

め
た
い
。

　
新
庁
舎
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
。
デ
ザ
イ
ン
等

も
大
切
だ
が
、
行
政
運
営
の
最
適
化
、
適
正
配
置
、
経
営
の
観
点
が
重

要
で
あ
る
。
分
岐
の
わ
か
り
づ
ら
い
車
両
入
り
口
や
、
車
い
す
の
出
し

入
れ
が
し
づ
ら
い
思
い
や
り
駐
車
場
、
ま
た
、
見
え
づ
ら
い
ト
イ
レ
標

識
、
職
員
が
い
な
い
と
取
れ
な
い
番
号
札
な
ど
、
利
用
す

る
市
民
や
働
く
職
員
に
寄
り
添
い
、
使
い
や
す
い
丸
亀
市

役
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
の
改
善
は
。

島を出て暮らす学生もいます

庁舎東側　思いやり駐車場

離
島
か
ら
の
通
学

偏
り
な
く
負
担
軽
減
を

離
島
か
ら
の
通
学

偏
り
な
く
負
担
軽
減
を

市
民
に
寄
り
添
う

市
役
所
に

Q

Q



2021.8 14 No.87

一
般
質
問
・
議
会
の
動
き

広
報
広
聴
委
員
会

水本徹雄議員

Ａ
市
長　

１
万
人
を
超
え
る
市

民
と
対
話
を
重
ね
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
苦
し
む
人
を
目
の
当
た
り
に
し
、

選
挙
公
約
と
し
た
。

　

今
回
の
提
案
は
、
現
時
点
で
考
え

ら
れ
る
最
大
限
の
金
額
と
し
て
判
断

し
た
も
の
だ
が
、
や
り
切
れ
な
い
気

持
ち
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
市
政
の
中

で
、
市
民
の
理
解
や
信
頼
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
今
後
で
き
る
限
り
努
力
し

て
い
き
た
い
。

　

市
長
は
、
全
市
民
へ
の
10
万
円
給
付
を
選
挙
公
約
に
掲
げ
、
後
に
５

万
円
に
減
額
す
る
と
方
針
を
示
し
た
。
市
民
の
反
応
は
様
々
で
、
高
齢

者
や
医
療
従
事
者
、
石
垣
復
旧
対
策
に
使
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
。
公
約
に
掲
げ
た
理
由
と
併
せ
て
、
減

額
に
対
す
る
市
民
の
声
を
市
長
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
か
。

４月

６月

５月

様々な声　市長はどう捉えたのか

の 動 き会議

三
方
一
両
損

市
長
の
大
岡
裁
き
を

１日　本会議
　　　各派会長会
３日　本会議
　　　広報広聴委員会
４，7，10，11日　本会議
14日　教育民生委員会
　　　都市環境委員会
15日　総務委員会
　　　全員協議会
　　　議会運営委員会
　　　広報広聴委員会
18日　議会運営委員会
21日　本会議
　　　市民会館整備特別委員会
　　　都市環境委員会協議会
29日　教育民生委員会協議会

６日　全員協議会
20日　新人議員周知会
　　　全員懇談会
23日　各派会長会
28日　全員協議会
　　　各派会長会
30日　各派会長会

７日　臨時会
　　　各派会長会
11日　広報広聴委員会
12日　新人議員研修会
14日　教育民生委員会協議会
17日　各派会長会
　　　新人議員研修会
18日　新人議員研修会
21日　各派会長会
　　　議会運営委員会
　　　都市環境委員会協議会

4・5・6月4・5・6月
24日　全員協議会
25日　広報広聴委員会
　　　教育民生委員会協議会
28日　全員協議会

Q

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
、
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
報
告
会
な
ど

議
会
の
広
報
広
聴
を
担
当
。

　
　
　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
神
田　

泰
孝　

○
内
田　

俊
英

　

渡
邉　

一
馬　
　

角
野　

仁
美

東　
　

由
美　
　

廣
田　

勝
也

　

竹
田　

英
司　
　

山
本　

直
久

広
報
広
聴
委
員
会

（後列左から）
渡邉委員　山本委員　廣田委員　竹田委員

（前列左から）
東委員　内田副委員長　神田委員長　角野委員



2021.8 15 No.87

委
員
会
審
査

査
審
会
員市

長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
委
員
会
ご
と
に
審
査
し
ま
し
た
。

聴
取
し
、
基
本
計
画
な
ど
に
反
映
し

て
い
き
た
い
。

  

委
員　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
の
給
付
対
象
か
ど
う
か
、

確
認
す
る
方
法
は
。

  

健
康
福
祉
部　

今
行
っ
て
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
へ
の
給
付
金
と
同
じ
よ

う
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
を
掲
載
し
、
簡
易
に
確
認

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

  

委
員　
城
東
小
学
校
の
改
築
に
は
、

水
害
対
策
が
課
題
と
な
る
。
場
所
や

か
さ
上
げ
な
ど
、
関
係
者
と
の
協
議

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

  

教
育
部　

土
木
・
建
築
に
携
わ
る

学
識
経
験
者
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
公

的
団
体
の
代
表
者
等
で
基
本
計
画
策

定
委
員
会
を
設
け
て
協
議
し
て
い

く
。
学
校
関
係
者
等
か
ら
も
意
見
を

Ｑ

教
育
民
生
委
員
会

総
務
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

　
委
員　

今
後
の
売
り
上
げ
見
込

み
は
。

　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局　

今
年
度
、

一
般
レ
ー
ス
、
Ｇ
Ⅰ
京
極
賞
に
加

え
、
Ｇ
Ⅱ
全
国
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
甲
子

園
競
走
の
開
催
に
よ
り
、
総
売
上
１

０
５
０
億
円
程
度
、
今
回
の
繰
り
出

し
後
の
利
益
と
し
て
約
11
億
円
を
見

込
ん
で
い
る
。

　

令
和
４
年
度
以
降
は
Ｓ
Ｇ
開
催
を

考
慮
せ
ず
、
総
売
上
９
７
０
億
円
程

度
、
利
益
と
し
て
約
50
億
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
39
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
39
号
、
42
号
〜
44
号

■
審
査
し
た
議
案

議
案
第
39
号
〜
41
号

  

委
員　

報
道
で
は
、
国
内
で
最
も

古
い
丸
亀
高
等
女
学
校
で
の
女
子
サ

ッ
カ
ー
の
写
真
よ
り
も
古
い
写
真

が
、
九
州
で
確
認
さ
れ
た
ら
し
い
。

女
子
サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
を
掲
げ
る
本

市
と
し
て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

  

市
民
生
活
部　

本
市
は
、
女
子
サ

ッ
カ
ー
の
聖
地
と
し
て
着
実
に
発

展
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
盛
り
上
が

り
を
期
待
し
、
今
後
も
環
境
整
備
や

地
元
チ
ー
ム
へ
の
支
援
に
取
り
組
み

た
い
。

  

委
員　

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会

の
委
員
報
酬
を
日
額
７
千
円
と
す
る

根
拠
は
。

  

都
市
整
備
部　

本
市
の
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
で
定
め

る
、
他
の
附
属
機
関
の
委
員
報
酬
を

参
考
と
し
て
い
る
。

  

委
員　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
市

内
小
売
店
の
売
り
上
げ
増
加
を
目
的

に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン

ト
還
元
事
業
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

市
内
の
小
規
模
事
業
所
の
み
を
対
象

店
舗
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

  

産
業
文
化
部　

昨
年
よ
り
、
商
工

会
議
所
と
連
携
し
、
継
続
的
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
適
宜
適
切

に
支
援
で
き
る
よ
う
施
策
を
考
え
て

い
る
。

　

利
用
者
の
利
便
性
の
観
点
か
ら
、

大
手
企
業
や
チ
ェ
ー
ン
店
も
対
象
と

し
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

結
果
と
し
て
、
そ
の
経
済
効
果
が

被
雇
用
者
と
し
て
市
内
で
働
く
市
民

　

原
案
可
決
。

　

議
案
第
39
号
は
修
正
案
可
決
。

　

そ
の
他
の
議
案
は
原
案
可
決
。

Ｑ Ａ

Ａ Ｑ Ａ Ｑ

ＱＡ

委

　

議
案
第
39
号
は
修
正
案
可
決
。

　

そ
の
他
の
議
案
は
原
案
可
決
。

Ａ

Ａ

主
な
質
疑

主
な
質
疑

主
な
質
疑

審
査
結
果

審
査
結
果

審
査
結
果

Ｑ の
生
活
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
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起
立
に
よ
り
賛
成
多
数

一
般
会
計
補
正
予
算
　修
正
可
決

討
論
討
論

《
原
案
・
修
正
案
に
反
対
》横

川
　
重
行

理
由　

給
付
金
や
事
業
所
支
援
は
、

真
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に

対
し
て
行
う
べ
き
。

《
原
案
に
反
対
・
修
正
案
に
賛
成
》

岡
田
　
　
剛

理
由　

市
民
へ
の
支
援
は
必
要
だ

が
、
５
万
円
の
給
付
が
妥
当
で
あ
る

と
は
判
断
し
が
た
い
。

《
原
案
・
修
正
案
に
反
対
》内

田
　
俊
英

理
由　

格
差
が
拡
大
す
る
中
、
一
律

給
付
に
疑
義
が
あ
る
。今
回
の
給
付
金

は
見
送
り
、
手
法
な
ど
再
考
す
べ
き
。

《
原
案
に
賛
成
・
修
正
案
に
反
対
》

三
宅
　
真
弓

理
由　

給
付
金
の
申
請
は
強
制
で
は

な
い
。
各
人
が
必
要
に
応
じ
て
申
請

で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
。

議　案
第39号

審
議
結
果

議員名

議　案　名

一般会計補正予算
（第２号）（修正案）

可
決

◆は議長のため採決には参加していません。　　　　は賛成、×は反対、－は退席した者です。
※上記以外の議案はすべて全会一致で原案を可決しました。

賛否が分かれた議案の審議結果賛否が分かれた議案の審議結果令和３年６月定例会令和３年６月定例会

　

４
月
に
丸
亀
市
長
・
市
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
改

選
後
、
広
報
広
聴
委
員
会
も

新
し
く
８
名
の
メ
ン
バ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、様
々
な
方
法
を
模
索
し
ま

し
た
が
、
議
会
報
告
会
や
高

校
生
と
の
意
見
交
換
会
も
や

む
な
く
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

こ
の
一
年
間
の
経
験
を
糧

に
、
学
生
の
皆
さ
ん
と
の
意

見
交
換
会
の
拡
充
や
、
一
昨

年
に
導
入
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト

と
新
議
場
の
連
動
な
ど
、
今

後
と
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
丸

亀
市
政
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
、
議
員
全
員
が
一
丸

と
な
り
、
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

市
民
に
身
近
な
議
会
と
な

る
よ
う
な
面
白
い
ア
イ
デ
ア

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

広
報
広
聴
委
員
長
　
　

神
田
泰
孝

編
集
後
記

××× ××××× ×◆

24　
大
前　

誠
治

23　
山
本　

直
久

22　
横
田　

隼
人

21　
真
鍋　

順
穗

20　
内
田　

俊
英

19　
福
部　

正
人

18　
多
田　

光
廣

17　
三
宅　

真
弓

16　
竹
田　

英
司

15　
大
西　
　

浩

14　
加
藤　

正
員

13　
横
川　

重
行

12　
川
田　

匡
文

11　
香
川　
　

勝

10　
武
田　

孝
三

９　
廣
田　

勝
也

８　
岡
田　
　

剛

７　
水
本　

徹
雄

６　
神
田　

泰
孝

５　
東　
　

由
美

４　
中
谷
真
裕
美

３　
角
野　

仁
美

２　
守
家　

英
明

１　
渡
邉　

一
馬

〔歳出〕
新型コロナウイルス感染症対策費　　　 64億1420万円  →  41億6020万円
（内訳）コロナ緊急経済対策特別定額給付金給付事業費　▲22億5400万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57億3000万円  →  34億7600万円
　　　　新型コロナウイルス関連事業所支援事業費 　  　 　 5億7420万円
　　　　子育て世帯生活支援特別給付金事業費　　　　　 　1億1000万円
財政調整基金積立金　　　　　　　　　　　　　　　　　　22億5400万円
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